
タ

ゴ

ー

ル
作

「
ギ

ー

タ

ー

ン
ジ

ャ
リ
」

に

つ
い

て
 
(
田

中

)

タ

ゴ

ー

ル
作

「
ギ

ー

タ

ー

ン

ジ

ャ

リ

」

に

つ

い

て

-
そ

の
四
-

田

中

孝

海

R
a
b
in
d
r
a
n
a
th
 T
a
g
o
r
e
 (
一
八
六

一
-
一
九
四

一
)
(
以
下

タ
ゴ
ー

ル
と

呼

ぶ
)

は
生

涯

を

通

じ
、

多

種

多

様

な
創

作

活
動

を
為

し

た

が
、

そ

の

中

で
も

詩

歌

は
中

心

を

な

す
。

(
1
)

「
ギ
ー
タ
ー
ン
ジ
ャ
リ
」
(
G
i
t
a
n
j
a
l
i
,
 
G
i
t
n
j
a
l
i

)
は
、
タ
ゴ

ー

ル
自

身
が
初
期

の
詩
作
と
区
別
し
て

T
h
e
 S
erie
s
 
o
f
 

R
eiig
io
us
 P
oem
s
と

呼
ん
で
い
る
如
く
、
彼
の
宗
教
観
を
探
る
た
め
に
は
看
過
出
来
な
い
も

の
で
あ
る
。

如
何
に
も
恵
ま
れ
た
境
遇
に
生
を
享
け
よ
う
と
も
、
身
近
か
な
者
や

肉
親
と
の
死
別
の
悲
苦
か
ら
遁
れ
る
こ
と
は
出
来
ず
、
取
分
け
愛
す
る

者
の
死
に
依

っ
て
宗
教
心
の
自
覚
と
深
化
が
見
ら
れ
る
の
が
通
情
で
あ

る
が
、
感
性
豊
か
な
詩
人
に
於

い
て
は
尚

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
八
八
四
年
詩
人
二
十
三
才
の
と
き
、
彼

の
敬
愛
す
る

凶
鋤
鋤
日
冨
昌

D
e
bi
 (
一
八
六
九
-
一
八
八
四
)
の
自
殺
に
遭
遇
し
た
が
、

こ
れ

は
青
年

詩
人
の
魂
に
深

い
傷
痕
を
遺
し
た
。

ま
た
四
十

一
才
か
ら
四
十
六
才
に
か
け
て
次
々
と
愛
す
る
者
と
の
死

別
の
悲
し
み
を
経
験
す
る
。

一
九
〇
二
年

十

一
月

に
妻

の
 M
rin
alin
i

D
e
b
i
(
一
八
七
三
-
一

九
〇
二
)
を

失

い
、

翌

年

に

は
娘

の
 
R
e
n
u
k
a
(
一

八
九
〇
-
一

九
〇

三
)

を
、

一
九

〇

四
年

に

は

サ

ン

テ

ィ

ニ
ケ

タ

ー

ン

の

学

校

の
よ

き
協

力

者
 
S
a
tic
a
c
a
n
d
r
a
 R
a
y
a
(
-
-
一

九
〇

四
)
、
次

の

(
3
)

年

に

父
 
M
a
h
r
si
、
一
年

お

い

て
息

子

の

c
a
m
in
d

a
n
a
th
a

(
一
八
九
六

-
一
九
〇
七
)
と
次

々
に
失
く
し
て
い
る
。
ま

た

こ
の
間
、

一
九
〇
五

年
に
は
ベ
ン
ガ
ル
分
割
と
い
う
国
家
的
不
幸
に
直
面
し
、
彼
自
ら
ベ
ン

ガ
ル
を

一
つ
に
戻
す
運
動
に
身
を
投
ず
る
が
、
情
勢

の
悪
化
に
よ
り
、

人

々
の
非
難
を
背
に
受
け
な
が
ら
シ
ャ
ン
チ

ニ
ケ
タ
ー
ン
に
戻

っ
て
い

る
。バ

ラ
モ
ン
の
家
柄
に
生
れ
、

ヒ
ン
ヅ

ゥ
教

の
宗
教
改
革
者
を
父
に
持

っ
て
育

っ
た
タ
ゴ
ー
ル
に
と

っ
て
、
彼
個
人
と

し

て
ま
た
詩
人

と
し

て
、
絶
対
者
と
の
満
足
す
べ
き
関
係

の
確
立
を
迫

ら
れ
た
時
期

で
あ

り
、
「ギ
ー
タ
ー
ン
ジ

ャ
リ
」
は
そ
れ
ら
を
背
景

に
し
て
生
れ
た
。

い
ま
ひ
と
つ
、
母
国
語

で
あ
る
ベ
ン
ガ
ル
語

で
書
か
れ
た

G
ita
nja
li

と
題
す
る
詩
歌
集
と
同
じ
名
を
有

つ
と
こ
ろ
の
作
者
自
身
に
依
る
英
訳

詩
集
が
存
在
し
、
両
者
の
問
に
構
成
上
の
変
異
が
み
ら
れ
る
。
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英
訳

「
ギ
ー
タ
ー
ン
ジ

ャ
リ
」
は

一
〇
三
篇
か
ら
な

っ
て
い
る
が
、

ベ
ン
ガ
ル
語
原
作
か
ら
は
五
十
三
篇
の
み
で
、
残
り
は
他
の
九

つ
の
詩

歌
集
か
ら
採
ら
れ
、

そ
の
配
列
も
制
作
順
に
な

っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か

ら
、
あ
る
意
図
を
有

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
み
る
研
究
者
も

あ
る

(
4
)

が
、

一
〇
三
篇
の
詩
の
配
列
に
は
、
真
剣
な
読
者
を
戸
惑
わ
せ
る
と
こ

ろ
の
異
質
な
詩
篇
が
随
所
に
顔
を
出
す
。
英
訳
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
訳
を

(
5
)

し
た
ア
ン
ド
レ

・
ジ

ッ
ド
も
構
成
上
の
欠
陥
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。

ベ
ン
ガ
ル
語

「ギ
ー
タ
ー
ン
ジ
ャ
リ
」
は

一
五
七
篇
か
ら
な

っ
て
い

る
が
、
頭
部
の
二
十
篇
は
他
の
詩
歌
集
か
ら
選
ば
れ
て
い
て
、
残
り
の

一
三
七
篇

の
詩
歌
は

一
九
〇
九
年
八
月
か
ら

一
〇
年
八
月
ま
で
の
間
に

(
6
)

集
中
的
に
生
れ
て
お
り
、
実
際
に
有
し
た
日
数
は
九
十
日
で
あ
る
。

こ

の
オ

リ

ジ

ナ

ル
な

「
ギ

ー

タ

ー

ン
ジ

ャ
リ
」

と
塔英

訳
詩

集

と

に
共

通

し

て

い
る

モ
チ

ー

フ
は
、

タ

ゴ

ー

ル
が
自

ら

の
生

の
本

質

を
詩

人

と

し
て
自
覚

し
、
神
を
大
い
な
詩
人
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、

こ
の

「
ギ
ー
タ
ー
ン
ジ
ャ
リ
」
と
前
後
し
て
、
仏
陀
と
そ
の

数
え
に
対
す
る
タ
ゴ
ー
ル
の
関
心
が
脹
ん
で
い
っ
た
事
実
を
看
過
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
。
〔私
の
タ
ゴ
ー
ル
研
究
の
意
図
す
る
と

こ
ろ
は
、

仏
教
は
そ

の
故
国
イ
ン
ド
に
於

い
て
そ
の
存

在
形
式

(僧
伽
)
を
奪

わ

れ
た
が
、

現
代

(
近
代
)
印
度
人
が
、
自
国
の
歴
史
が
生
ん
だ
世
界
的

教
主
で
あ
る
仏
陀
と
そ
の
教
え
に
対
し
て
如
何
な
る
理
解
と
関
心
を
有

し
て
い
る
か
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
根
本
仏
教
に
於
け
る
素
朴
な
信

仰
形
態
を
探
究
す
る
こ
と
に
あ
る
。
〕

タ
ゴ
ー
ル
の
感
受
性
は
自
国
の
文
化
に
深
く
根
ざ
し
養
わ
れ
て
来
た

の
で
あ
る
か
ら
、
時
に
は
そ
の
文
学
の

「鎌様
式
」
に
於
い
て
ヴ

ァ
イ
シ

ュ
ナ
ヴ

ァ
派

の
野
情
詩
人
の
衣
を
纒
い
、
そ
の
テ
ー
マ
は
ヒ
ン
ヅ
ウ
教

の
神
話
か
ら
得
、

そ
の
思
想
は
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
の
原
理
か
ら
大
き
く
外

れ
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
こ
と
は

一
端

の
事
実

で
あ
る
。

し
か
し
、

一
八
九
六
年
以
降
仏
陀
乃
至
仏
教

に
関
す
る
著
述
が
現
わ

れ
て
来
る
こ
と
は

「
ギ
ー
タ
ー
ン
ジ
ャ
リ
」

の
成
立
と
同
様
彼

の
肉
親

と
の
数

々
の
死
別
の
事
実
と
の
関
連
性
を
否
定
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

仏
陀
乃
至
仏
教
に
関
す
る
彼

の
考
え
は
、
文
中

で
直
載
的
に
語
ら
れ

(
7
)

て
い
る
が
、
そ
れ
は
詩
人
と
し
て
の
個
性
的
な
語
り
口
で
あ
る
と
は
言

え
、

イ
ン
ド
人
の
識
者
と
し
て
仏
陀
と
そ
の
教
え
を
解
し
鐙
仰
す
る
も

の
で
あ
り
、
自
国

の
偉
大
な
遺
産
を
誇
り
喧
伝

す
る
口
調
で
あ
る
。

(
8
)

『
タ

ゴ

ー

ル
と
仏

教

』

に
於

い
て
既

述

し

て

い
る

が
、

一
八

八

二
年

に
出

版

さ

れ

た

R
.
 M
itra

の

T
h
e
 S
a
n
sk
rit
 B
u
d
d
h
ist
 L
ite
ra
tm
e

o
f
 N
e
p
a
l
が

タ
ゴ

ー

ル
を

仏
典

へ
誘

う
機

縁

に

な

っ
た
。

一
八

九

七

年

以

降

タ

ゴ

ー

ル
に

よ

っ
て
仏
典

に
素

材

を

得

た
物

語

詩

が

次

々

と
生

れ

(
9
)

た
。

物

語

詩

集

K
a
th
a
(
一
九
〇
〇
年
刊
)

二
十

四
篇

中

仏

典

を

素

材

と

せ

る

も

の
八
篇

(
他
は

C
ik
h
派

や

M
a
r
a
th
a
派

の
典
籍
か
ら
素
材
を

得

て

い
る
。
)
が

あ

る
が
、

そ

の
う

ち

の
三
篇

は
後

に
各

々
三

つ
の
事

要

な
戯

(10
)

曲

と

し

て

発

展

し

た
。

タ

ゴ

ー

ル
が

仏

曲
ハ
中
最

も

興

味

を

示

め

し

た

の

は

A
v
a
d
a
n
a
(
讐
喩

課
、

原

意

は

「
偉
大
な
事
跡
」
)
で
あ

る
。

タ
ゴ

ー

ル
作

「
ギ

ー

タ

ー

ン
ジ

ャ
リ
」

に

つ

い
て
 
(
田

中

)
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タ
ゴ

ー

ル
作

「
ギ

ー

タ
ー

ン
ジ

ャ
リ
」

に

つ

い
て
 
(
田

中
)

こ
れ
ら
は
、
悠
遠
な
時
間
観
念
を
抱
き
乍
ら
単
な
る
流
動
的
な
存
在

論
と
し
て
で
は
な
く
、
無
常
観
を
基
体
と
し
て
生
れ
育
成
さ
れ
た
業
に

よ
る
輪
廻
説
を
も
と
に
生
れ
た
文
学
で
あ
り
、
人
生
を
過

・
現

・
未

の

三
世
に
相
続
し
実
在
す
る
も
の
と
い
う
見
解
を
固
持
し
て
い
た
イ
ン
ド

民
族
で
あ
れ
ば
こ
そ
育
成
、
普
及
し
得
た
も
の
で
あ

る

こ
と
を
思

え

ば
、

タ
ゴ
ー
ル
が
そ
の
話
の
面
白
さ
の
み
に
惹
か
れ
た
の
で
は
な
く
、

様
々
な
苦
悩
を
通
じ
て
、
、知
性
で
は
な
く
心
情
に
よ

っ
て
得
た
と
こ
ろ

の
叡
知
に
よ
り

A
v
ad
a
n
a
に
含
有
さ
れ
て
い
る
仏
典
の
智
慧

を
感
得

し
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。

ヴ
ィ
ヴ

ェ
カ
ナ
ン
ダ
の
設
立
し
た
ヴ

ェ
ー
ダ

ン
タ
協
会
に
招
か
れ
主

宰
し
た
A
b
h
e
d
an
an
d
a
(
一
八
六
六
-
一
九
三
九
)
は

「自
我
は
完
全
に

其

の
純
潔

と
栄
光
を
発
現
す
る
た
め
に
幾
生
を
距
て
て
輪
廻
し
、
自
己

の
業
を
自

ら
享
受
し
つ
つ
次
第
に
向
上
し
て
行
く
。

こ
れ
が
業

(K
ar

m
a)
の
法
則
で
あ
る
。
」
と
語

っ
た
が
、
タ
ゴ
ー

ル
自
身

も

A
v
ad
an
a

を
単
な
る
道
徳
説
話
と
し
て
捉
え
た
の
で
は
な
く
、
絶
対
者
と
の
関
係

を
確
立
す

る
た
め
の
自
己
実
現
の
法
則
と
し
て
把
握
し
て
い
た
の
だ
と

謂
え
よ
う
。

レ
オ
ン
・
フ
ィ
ー
ヤ
ー
は

「響
喩
と
は
諸

々
の
事
実
に
よ

っ
て
行
業
と
そ
の
避
け
難難
き
結
果
と
の
間
に
存
す
る
縁
を
示
す
教
訓
で

あ
る
。」
と
し
て
い
る
が
、
仏
陀
に
於
い
て
は
、
吾

々
が
為
す
と

こ
ろ

の
他
人
を
説
得
せ
ん
が
た
め
に
用
い
る
単
純
な
る
比
喩
を
語
ら
れ
た
の

で
は
な
く
、
三
世
に
相
続
す
る
個
々
の
行
業
を
如
実
に
認
識
せ
ら
れ
た

と
こ
ろ
を
語
ら
れ
た
の
で
あ
り
行
業
と
結
果
と
を
仏
縁
に
依

っ
て
好
ま

し

き
方

向

へ
修

正

せ

ん

が
た

め

の
も

の

で
あ

っ
た
。

未

だ

タ

ゴ

ー

ル
が
仏

典

説

話

に
触

れ

る

以
前
、

一
八

八

三
年

に
創

ら

れ

た

P
r
a
k
r
tir
a
 P
r
a
tico
d
h
a
 (
自
然

の
復
讐
)
 と

い

う
詩

劇

が

あ

り
、

「
生

を
拒

否

し

な

い

イ

ン
ド

の
哲

人

」

と

し

て

の
面

目

を

著

わ

し

た

も

(
1
1
)

の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
(
一
九

一
七
年
S
any
asi
"苦
行
者
"
と
題
し
て
英
訳

さ
れ
て
い
る
)

洞
窟
よ
り
出
で
解
脱
を
宣
言
し
た
苦
行
者
が
町

へ
来

っ
て
、
両
親
を

失

っ
た
賎
民

の
娘
に
遇
う
場
面
が
あ
る
が
、

こ
れ
と
後
年

B
o
d
d
h
isat-

tv
ad
a
n
a
-k
alp
alata
の

d
p
a
g
up
ta
 A
va
d
an
a
を
素
材
に
し
た

A
bi

sara

(密
会
の
約
束
)
と
題
す
る
物
語
詩

(F
ruit
 Gath
e
rin
g
 X
X
V
II
に
英

訳
さ
れ
て
い
る
)
に
於
け
る
佛
弟
子
ウ
パ
グ
ブ
タ
と
若

い
踊
り
子
と
の
出

合
い
を
比
較
し
、
そ
れ
を
タ
ゴ
ー
ル
自
身
の
経
験
と
を
重
ね
合
わ
せ
る

と
き
、
そ
こ
に
宗
数
的
感
性
の
大
き
な
変
化
と
成
長
を
み
て
と
る
こ
と

が
出
来
よ
う
。

い
ま
ひ
と
つ
注
艮
す
べ
き
こ
と
は
、
佛
典
よ
り
素
材
を
得
て
物
語
詩

を
も
の
し
た
時
期
と
、
そ
れ
を
本
格
的
な
戯
曲

に
発
農
さ
せ
、
ま
た
佛

陀
を
直
接
に
鑛
仰
す
る
詩
歌
を
発
表
し
始
め
る
時
期
と
の
間
に
概
ね
十

年

の
間
隙
が
あ
る
が
、
そ
の
間
に

「
ギ
ー
タ
ー

ン
ジ

ャ
リ
」
に
関
わ
る

詩
歌
が
生
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

佛
典
と
の
触
れ
合
い
の

後
、
数

々
の
肉
親
と
の
死
別
を
通
し
て
宗
数
的
な
詩
歌
の
創
作
を
経
て

本
格
的
に
佛
教

へ
の
関
心
が
表
面
化
し
て
来
た

の
で
あ
り
、

こ
の
点
か

ら
も

「ギ
ー
タ
ー
ン
ジ
ャ
リ
」
を
始
め
と
す
る
宗
数
的
詩
歌
の
有

つ
意
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義

は
大

き

く
、

タ

ゴ

ー

ル
の
宗

数

観

を

追

求

す

る
に

重

要

な

意

味

を
含

ん

で

い

る

と
謂

え

よ

う
。

1

印
度
学
仏
教
学
研
究

V
o
l
.
 
IX
 N
o
.
 
1
 19
6
1
,
 
p
p
.
 
1
7
4
-
170
、
同
 
V
o
l
.

X
III
 N
o
.
 
2
 1
9
6
5
,
 
p
p
.
 
7
 9
8
-
796
、
同
 
V
o
l
.
 
X
IX
 N
o
.
 
2
,
 19
7
1
,
 
p
p
.

8
8
4
-8
9
1
。

2
 

兄

J
y
o
tir
in
d
ra
n
a
th
a
 (
一
八
四

九

-
一

九

二

五
)
 の
妻
。

3
 

D
e
b
e
n
d
r
a
n
at
h
a
 T
a
g
o
re
 (
一
八

一
七
-
一

九

〇

五
)
 の
尊

称
。

c
a
tio
n
p
 B
o
m

b
a
y
,
 19
5
0
.
 前

出
 
V
o
l
.
 
X
IX
,
 N
o
.
 2,
 p.
 88
5
を

参

照
心

6
 

オ
リ
ジ
ナ

ル
「
ギ
ー
タ
ー
ン
ジ
ャ
リ
」
の
成
立

に
つ
い
て
は
次

の
通
り
。

詩
歌
 
N
o
s
.
 篇
数

制
作
場
所

期
間
 (ベ

ン
ガ
ル
暦

年

に
依

る

)

要

し
た

日

数

2
1
-
3
8
 

1
8
 

b
o
la
p
u
v
a
 

B
h
a
d
r
a
 
月

1
0
日
-
1

8
日

1
3
1
6
年

9
日

3
9
-
4
0
 

2
 

K
a
-ita
ta

B
h
g
d
r
a
月

2
7
日

-

A
c
b
in
a
月

1
日

2
日

4
1
-
4
4
 

4
 

C
il
a
id
a
h
a
 

A
c
b
i
n
a

月

1
9
日
-
3
0
m
 

4
日

4
5
 

1
 

B
o
l
a
p
u
r
a
 

A
g
r
h
a
y
n
a

月

2
0
日
 

1
日

4
6
-
5
1
 

6
 

B
o
la
p
u
r
a
 

P
o
s
a
月

1
5
日
-
1
7
日
 

5
日

5
3
-
5
4
 

3
 

M

a
gq
h
a
-
P
h
a
l
g
q
u
n
a
 

3
日

小

計
 

(3
4
篇
)

(2
4
日
間
)

5
5
-
6
1
 

7
 

B
o
lp
u
r
a

c
h
a
i
t
r
a
 月

2
6
日

-

B
a
i
c
a
k
h
a
月

1
2
日

6
日

6
2
 

1
 

K
a
li
k
a
ta
 

J
y
a
is
t
h
a
月

3
日
 

1
日

6
3
-
7

4
 

1
2
 

T
in
a
d
h
a
r
iy
a
 

J
y
a
is
t
h
a
 月

7
日
-
2
1
日
 

7
日

7
5
-
7

9
 

5
 

K
a
li
k
a
ta
 

J
y
a
i
s
t
h
a
 月

2
4
日

-
2
8
日

4
日

8
0
-
1

1
0
 

3
1
 

B
o
la
p
u
r
a

J
y
a
i
s
t
h
a
月

2
1
日

-
A
sa
d
h
a

2
0
日

1
1
1
-
1
2
2
 

1
2
 

C
ila
id
a
h
a
 

A
s
a
d
h
a
月
2
2
日
-
2
4
日

6
日

1
2
3
-
1
2
5
 

3
 

K
a
lik
a
ta

A
s
a
d
h
a
月
3
1
日

-

C
r
a
b
h
a
n
a

月

1
日

3
日

1
2
6
-
1

5
5
 

3
0
 

B
o
la
p
u
r
a
 

C
r
a
b
a
n
a
月

2
日
-
2
5

日

1
9
日

1
5
6
-
1
5
7
 

2
 

K
a
i
ik
a
t
a
 

C
r
a
b
a
n
a

月

2
6
日
-
2
9

日

2
日

小

計
 

(
10
3
篇
)
 

(6
8
日
間

)

2
1
-
1
5
7
 

13
7
篇
 

合

計

9
0
日
間

7

ア
ポ

ロ

ン
社

刊

『
タ

ゴ

ー

ル
著

作

集

』

8

の

「
イ

ン

ド

の

一
民

間

宗

教
」

「
仏

陀

」

ほ

か
。

8

印

度

学

仏

教

学

研

究
.
 V
o
l
.
 
X
V
I
.
 
N
o
.
 2,
 19
6
8
.
 pp
.
 90
7
-
8
9
8
。

9
 

R
a
b
in
d
r
a
 R
a
c
a
n
a
b
a
li
(
タ
ゴ

ー

ル
全

集

29

巻

補

遺

3
巻

)
 V
II
。

10

印

度

学

仏

教

学

研

究

V
o
l
.
 
X
V
I
,
 
N
o
.
 
2
,
 
p
.
 
8
9
9
-
8
9
8
.
 並

び

に

V
o
l
.
 

X
IV
,
 N
o
.
 1,
 
p
p
.
 38
9
-
3
8
3
.
 に
詳

説

し

て

い
る

の

で
参

照

さ

れ

た

い
。

付
記

英
訳

G
ita
n
ija
h

に
比
す
る

ベ
ン
ガ

ル
語
原

作

品

と

の
対

照

表

は

V
o
l
.
 
X
IX
,
 No
.
 
2
,
 
p
p
.
 
8
8
9
-
8
9
1
に
掲
げ

て
あ
る
。

(龍

谷
大
学
大
学
院
修
了
)

タ

ゴ

ー

ル
作

「
ギ

ー

タ

ー

ン
ジ

ャ

リ
」

に

つ
い

て
 
(
田

中
)
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